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イラン南部における乳加工体系の多様性
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1.はじめに

先の論文では，西南アジアの乳文化聞を 3つに類型分

類した(平田， 1999) (図 1) そこでは?乳加工技術の

地理的特徴を広域に把握するために，詳細な差輿レベル

では比較分析せず。中尾 (1日72)が提示した 4つのモデ

ル。で大分類を試みた その結果，イランを古む地域の

f約盟として !発酵乳系列割:と凝固剤使用系列群の 2つの

手LW工技術を利閉していると結論づけた

しかし!イランといっても!チュルク系 I イラン系，

アラブ系の3つの大きな民族集団が居住し 1 牧畜を営ん

でいる 乳加工体系を詳細に検討すれば，それぞれの民

族集団が別々の乳加工技術を利用している場合也有りえ

よう そこで l イランにおける乳加工体系の多様性を把

握するために イラン南部のファールス州において 7

2004年3月1日から 3円11日ま で乳加工体系に関する

短期調査を行った(図 2) ンーラースー県チューラ プ村

でチュルヲ系牧畜民カシュガイ族 1事例?カーゼルーン

県ファームール村でアラブ系牧畜民ファームール族 1事

例 1 そして，イラン系牧畜民.1事例を 観察とインタ

1 発酵乳系列群

2 凝固剤使用系列群
3 クリーム分離系列群

ヒ'ューにより調査した 本稿では，イラン南部における

乳加工体系の民族集団聞での多糠性を検討し， 3つの民

族集団間での乳加工技術の相互関係について論考すると

とを目的と Lた

2.チュルヲ系牧畜民カシュガイ族の事例 | 

チュルク系牧畜民は!発酵乳系列群と凝固剤使用系列

群の両方の乳加工技術を利用している(図 3) 発酵乳系

列群では，生乳(スッド sud)を加熱殺菌し，スタータ

(マーイヱカテソグ maayeh¥5.ateg)として少i立の酸乳

を添加後，一晩静白l.-，先ず酸乳(ガテッグ~ategl ヨー

グルド yo~urd) にする(図 3.])) その年の最初のスタ

ターには!すり潰したイチジクの実を用いるという 酸

乳は日常の食事に欠かせない乳製品となっている

酸乳からの加工はヤギの革袋(ヤーヨーグ yaayoo¥5.)

で1時間ほどチャーニングして，パタ (キャレ kareh)

を加工する チャーニングは!三脚に革袋を吊り下げ

て，水平方向に振とうさせて行う 収集したパターは加

熱してバターオイル(ヤーグ yaa孟h)にしてから!仔ヒ

ツジの革袋に入れて保存する

図1 南西アジアにおける 3つの乳文世間 (平田 .1999)
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注

1)中尾佐助の 4つのモデルとは 1)生乳を先ず酸乳にして加

工が展開する尭酵乳系列群， 2)生事Lから先ずクリームを分離

してから加工が展開するクリ ム分離系列群， 3)生乳に漉固

剤を添加してチーズを得る凝固剤使用系列群， 4)生乳を加熱

し漉縮する=とを基本する加熱、畠縮系列群の4類型である

2)イラン系牧畜民に関しては!族名を彼ら自身が既に忘れて

おり，出自は不詳であった

3)ホエイとは，チ ズを加工する際の副産物であり，割Lを凝固

させ，排出される黄緑色白水溶液を指す(西主主， 1998) 乳清

と也呼ばれる.

4)カセルマ・ス イエは「カセルマの水Jを，パニール・ス

イエは「パニールの水」を，それぞれ意味する.

5)仔畜の第四胃には f 粘膜上で合成される凝乳辞書が含まれ

る この凝乳酵素をレンネットと呼び，カゼインタンパク質

の一部を分解する作用を持つ仔帝の胃を添加することによ

り，レンネットをカゼインタンパク置に作用させ，その結果，

-Research Noteー

カゼインタンパク質の重告が起り。乳タンパク質は漉固する

ことになる

6)ア}ベードゥーグは「ドゥ グの水」を!アーベパニール

は「パニルの水Jを，それぞれ意床する
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Diversi匂，of MiIk Processing Systems in a Southern Iran 

HlRATA Masahiroキ andHARA Ryuichi料:

To analyze dive四 i町andinte目ctionof milk processing systems among 3 ethnic groups; Turki， Irani四回dArabian 

pastoralists， pre駈nin町 y宣eldsurveys were conducted from 1st to 11血 ofMarch， 2004， in Fars Pm吋nce，a southern 

lran. The characteristic of rni1k processing systems of Turki and Iranian pastoralists is to use bo出 techniquesof the 

fennented milk processing series and血esolidi申ing-additivesusing series， and Arabian pastoralist had only used出e

fermented mi1k processing seri目。Itwas suggested for the interaction of rni1k processing techniques among 3 ethnic 

groups出at1) Arabian and Ir;叩 ianpastoralists had original日yused butter making technique by churning fermented 

mi1k， 2) only Turki pastoralist has used 2町pesof cheese processing techniques from buttermilk，叩d3) stomach as a 

solidi骨ing-add出vehad originally used by Turki and/or Iranian pastoralist百四白r出erpurpose in this study is出at

generality皿 ddive四ityof the mi1k processing system wi世1Inthe each ethnic group should be discussed by surveying 

more cases on the rnilk processing system of pastoralists 
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